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経務部産量産設は、昨年ふたたび大発生して市内にも多くの被警を出した小さな白い「がJ アメリカシロヒトリの叡臨した防徐を行君主
うため、訪除体制の整備をいそぎ、あわせて市民の協力を呼びかけていまナ。鞍後、ァメジカ駐留軍の貨物といっしょに侵入したアメ
リカシロピトリは、たちまち関東地方一帯にひろがD、街路器や露草木はもちろん、義の葉や梨なども食い荒し、農作物にも大きな被害
を与えました。このときは、農林省が中心になって防徐につとめ、発生は下火になっていましたが、 37年どろから再び発生がめだち、
作年は天候の関係なともあって大発生し、被欝地緩も潟東からはみだして北陸・認閣など16都県にわたりました。県下では相模原市・
大和市を中心に多発、農乍物にもかなDの被害を与えたほか、家のなかにまではいって住民を恐れさせました。昨年に続宮、 ζ としも
大盤の発生が予想されるわけで、徹底した訪除が必要とされていまナ。

各
戸
駆
除
を

現
地
指
導

品
世
襲
擦
で
は
、
四
月
二
十
一
日
、
平

塚
市
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
緊
急
妨
除

対
策
協
議
会
を
議
憧
、
ち
か

t
町
内

会
・
部
務
会
な
ど
住
民
組
織
の
役
員
を

中
心
と
ナ
る
、
調
査
滋
と
防
徐
指
導
磁

を
組
織
ナ
る
計
閣
で
ナ
。
当
面
、
ア
メ

リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
前
期
防
徐
計
磁
を
曹

由
、
五
月
に
こ
の
害
虫
む
濁
性
や
蘇
徐

一
表
皮
と
築
漏
出
だ
け
を
残
ナ
の
で
、
禁
法

一
ナ
い
て
見
え
る
よ
う
に
な
E
ま
ナ
。
成

一
回
世
ナ
る
に
つ
れ
て
単
独
で
摺
物
を
丸
坊

主
に
し
、
か
な
D
は
な
れ
た
と
こ
ろ
ま

で
移
動
し
て
き
な
ぎ
に
な
り
ま
ナ
.

見
つ
け
や
す

い
幼
虫
の
巣

雑
食
性
で
ナ
が
、
お
も
に
桜
・
梅
・

柳
・
ポ
プ
ラ
・
プ
ラ
タ
ナ
ス
・
み
ず
木

・
宮
り
・
か
嘗
e

く
わ
な
ど
落
葉
樹
の

第
二
回
は
八
月
下
朝
か
ら
九
月
に
一
葉
を
好
み
、
法
・
ナ
ぎ
・
そ
で
つ
な
ど

活
動
し
ま
ナ
。
と
く
に
第
二
間
関
一
に
は
ほ
と
ん
ど
っ
宮
ま
せ
ん
。
ぎ
な
ぎ

の
発
生
類
に
は
毛
虫
の
数
も
み
一
平
、
第
の
褒
の
一
卵
は
専
門
家
で
も
見
つ

え
、
被
替
も
め
だ
っ
て
大
き
く
な
一
け
に
く
い
が
、
務
葉
樹
を
中
心
に
、
幼

り
ま
ナ
。
こ
の
幼
虫
期
が
、
ア
メ
一
患
の
食
い
荒
し
た
葉
平
、
白
い
巣
脅
さ

リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
退
治
の
チ
ャ
ン
一
が
し
て
い
け
ば
、
家
庭
で
も
発
見
は
そ

開

ス

で

ナ

。

一

5
国
難
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ぃ
ω

i

i

ざ
一
な
ぎ
で
越
冬
し
た
ア
一
幼
虫
の
巣
を
み
つ
け
次
第
、
巣
の
つ

k

e

浅
川
メ
リ
カ
シ
口
ヒ
ト
リ
一
い
た
枝
警
切
り
取
っ
て
焼
く
そ
て

小
い
は
、
五
、
土
ハ
月
に
「
が
」
に
な
P
一
い
ね
い
に
ふ
み
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

日
い
ま
ナ

J
」
の
成
虫
の
寿
命
は
わ
ず
一
県
が
騒
い
培
L
あ
る
と
曹
は
竹
ざ
お
の

い
か
十
日
間
ぐ
ら
い
、
こ
の
間
忠
一
一
先
に
は
さ
み
を
っ
け
生
高
校
切
り
一
を
健

悦
庄
の
め
ナ
は
数
百
一
咽
か
る
と
曹
に
…
う
と
便
利
で
ナ
。
擦
の
努
L
布
を
ま
幸

町
出
は
二
千
舗
の
卵
を
産
み
ま
ナ
。
前
一
つ
け
、
治
安
し
み
込
ま
せ
て
火
を
つ
け

虻
ば
ね
の
一
長
さ
が
十
四
、
，
十
六
ミ
リ
一
鐙
接
焼
嘗
殺
ナ
の
も
よ
い
方
法
で
す
が

泌
る
程
度
の
ち
い
き
な
臼
い
「
が
」
一
家
屋
の
密
集
地
帯
で
は
火
災
の
ゐ
と
に

担
え
な
第
一
回
目
量
生
ナ
る
お
も
T
一
な
る
お
そ
話
あ
る
か
ら
十
重
量

当

与

一

苧
を
に
だ
け
、
黒
か
か
っ
色
の
斑
点
が
一
を
。
幼
虫
が
発
生
す
る
六
月
と
第
三
国

語
あ
る
ほ
か
は
、
ま
っ
し
ろ
で
す
。
一
自
の
八
月
に
と
く
に
自
柔
ら
せ
、
巣

市

出

被

一

幼
な
第
二
四
回
の
成
虫
は
七
月
下
旬
か
一
の
発
沼
地
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。
い
ち

招
ら
八
月
に
重
し
ま
す
。
一
ど
処
分
し
た
語
、
芸
新
ら
し
い

ト
広
リ
き
わ
め
て
ち
い
さ
い
球
型
一
典
が
み
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
ナ
。
一
一

説
a

閣
で
、
う
す
結
審
し
て
一
週
間
く
ら
い
の
霊
気
を
ゆ
る
字
、

シ
農
お
目
、
ふ
つ
う
数
百
個
ま
と
め
て
一
線
り
返
し
て
調
べ
て
見
る
必
要
が
あ
り

吋
防
毒
療
に
産
卵
さ
れ
、
裂
の
選
手
。

メ
動
宿
は
う
ナ
い
紙
の
よ
う
な
白
い
宅
一

ア

衝

で

お

お

わ

れ

て

い

ま

ナ

。

一

薬

剤

散

布

は

i

市
か
ら
か
え
っ
た
幼
車
一

…

渇

は

集

閣

を

つ

く

え

あ

一

第

二

段

階

ま
り
移
動
せ
ず
に
撃
た
ベ
は
じ
一
こ
の
よ
う
に
幼
虫
の
そ
れ
も
集
合
し

め
ま
ナ
。
こ
の
が
虫
の
集
団
は
燕
一
て
県
の
な
か
に
い
る
初
期
に
退
治
ナ
る

を
は
い
て
ひ
と
つ
の
巣
を
つ
く
り
一
の
が
決
め
手
で
す
が
、
も
し
発
認
が
お

方
法
を
周
知
し
、
産
卵
期
、
幼
虫
化
期
一
一
そ
こ
で
育
ち
、
そ
の
後
だ
ん
だ
ん
ち
り
一
く
れ
て
分
散
し
て
し
ま
っ
た
担
、
異
状

霊
え
る
五
・
六
・
七
月
に
諮
重
と
一
雑
食
性
で
年
一
ぢ
り
に
な
っ
て
単
独
で
葉
を
た
ベ
宝
石
多
量
発
生
を
し
た
ば
あ
い
に
は
、
薬

事
祉
の
重
量
潟
、
各
戸
駆
除
の
一
二
回
も
発
生
す
に
な
長
ナ
。
幼
虫
要
因
脱
皮
し
剤
散
布
選
手
る
鰐
二
段
磁
の
手
を

湾
地
煽
導
を
徹
底
し
た
い
方
針
で
、

ζ
一

一

て

七

令

に

ま

で

な

り

、

体

長

一

一

一

セ

ン

チ

一

5
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
薬
剤
は
陵
地
帯

の
通
縫
で
、
各
戸
ご
と
に
巣
の
と
E
つ
一
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
「
が
」
一
前
後
の
一
見
恐
し
そ
う
な
宅
虫
に
な
P
一
用
の
P
E
P乳
剤

-
D
D
V
P乳
剤
な

い
た
枝
を
切
り
取
る
運
動
を
援
巡
し
被
一
の
…
種
で
ナ
。
立
木
は
も
ち
ろ
ん
農
作
一
ま
ナ
が
毒
は
な
く
、
手
で
ふ
れ
で
も
さ
一
ど
が
安
く
て
効
両
県
も
ナ
ぐ
れ
て
い
ま
ナ

喜
一
望
叡
に
く
い
と
め
る
ほ
か
、
幼
一
物
、
雑
草
ま
で
手
あ
た
り
次
第
に
食
と
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
担
ま
せ
ん
。
一
が
、
劇
物
に
鑑
定
さ
れ
て
い
る
の
で
使

虫
む
成
長
や
発
生
を
議
視
し
て
多
発
の
一
荒
ナ
雑
食
伎
の
欝
虫
で
、
さ
な
ぎ
か
ら
一
若
い
幼
虫
は
淡
黄
色
、
成
長
ナ
る
に
つ
一
用
に
は
十
分
な
注
滋
が
必
委
で
ナ
。

き
ざ
し
の
み
え
る
と
こ
ろ
へ
は
エ
ン
ジ
一
成
虫
l
卵
l
幼
虫
(
毛
虫
)
lさ
な
吉
一
れ
て
頭
が
隷
く
、
背
が
灰
黒
色
、
斑
点
一
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
を
発
苦
悶
し
た

ン
ダ
ス
タ
ー
に
よ
る
防
除
縫
を
出
動
さ
一
ま
で
を
五
月
か
ら
九
月
ま
で
の
坦
L
一
一
一
が
点
在
し
C
背
と
側
面
に
肉
こ
ぶ
が
蕗
一
b
、
ナ
ぐ
手
を
打
っ
て
く
だ
さ
い
。
手

せ、

P
E
P
乳
剤
一
五
0
0倍
液
を
散
一
回
く
む
か
え
し
ま
ナ
。
自
に
つ
き
ゃ
ナ
一
ぷ
よ
ヨ
に
な
え
肉
こ
ぶ
か
ら
一
三
十
本
一
に
お
え
な
い
と
嘗
は
、
市
役
所
経
済
都

市
絶
滅
を
ほ
か

pた
い
と
し
て
い
ま
ナ
一
い
時
績
は
、
自
い
糸
の
巣
を
つ
く
っ
た
一
内
外
の
細
く
長
い
毛
が
た
ば
に
な
っ
て
一
農
援
諜
の
農
林
水
産
係
へ
と
一
報
く
だ

次
の
裏
相
閣
を
鋲
に
、
ア
メ
ワ
カ
シ
ロ
ヒ
一
担
、
業
を
さ
か
ん
に
食
い
荒
ナ
幼
虫
編
一
山
山
ま
ナ
。
若
い
と
き
は
品
の
巣
の
な
か
一
ざ
い
・
調
査
班
が
現
場
へ
向
か
い
ま

ト
リ
を
お
宅
で
も
退
治
し
て
く
だ
さ
い
一
で
、
第
一
一
閣
は
六
沼
か
ら
七
月
中
朝
、
一
に
群
せ
い
し
て
葉
ー
の
片
屈
だ
け
を
食
い
一
ナ
。
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今
月
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ペ
ー
ジ
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(2) 

所
得
翻
腕
説
者
の
縮
少
が
は
か
ら
れ
た
一
銭
近
の
は
げ
し
い
池
田
山
の
よ
昇
に
も
一
八
年
度
採
錨
醐
聞
の
三
倍
朱
縞
だ
っ
た
本
一
糧
事
務
殺
の
議
誌
に
は
る
か
に
及
ば
ず

も
の
で
、
今
簡
の
税
負
鍛
議
減
は
ナ
A

一
か
か
わ
ら
ず
、
土
地
評
価
額
の
引
き
ょ
一
地
に
つ
い
て
は
一
-
一
、
三
倍
以
よ
八
一
都
市
計
濁
事
総
を
ニ
行
な
っ
て
い
く
う
え

℃
の
霊
童
書
、
現
行
の
超
過
累
一
げ
が
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
一
葉
痛
の
土
地
に
つ
い
て
は
で
一
一
、
一
て
い
ず
れ
の
喜
望
書
警
の

進
税
率
に
よ
っ
て
、
経
制
裁
は
署
翌
た
た
そ
土
地
・
家
露
・
償
却
資
産
の
一
八
倍
以
ょ
の
土
地
に
つ
い
て
は
一
-
一
寄
る
鶴
合
室
る
し
く
低
下
ナ
る
鎖
一

言
窮
余
義
援
軍
事
業
専
従
者
の
憂
慮
鶴
雲
市
町
村
簡
に
藩
る
し
い
一
一
一
ー
と
さ
れ
、
今
後
停
年
度
、
そ
の
前
一
向
に
あ
る
た
阜
、
負
担
霊
富
士
一
一
一

多
い
者
に
大
吉
い
。
夫
婦
と
子
一
ニ
人
の
一
不
均
衡
を
生
じ
て
い
ま
し
た
a

一
年
凌
分
の
鋭
魚
田
加
に
こ
の
調
護
瑠
室
乗
一
年
度
ま
で
の
一
一
一
年
間
に
短
旦
吋
な
う
こ
一

位
等
給
与
事
実
十
万
号
室
一
と
れ
を
重
な
も
の
と
ナ
る
た
E
よ
じ
た
額
毒
害
し
て
霊
じ
て
い
く
一
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
一

れ
に
よ
っ
て
議
磁
器
は
十
一
万
円
五
一
い
で
は
護
憲
一
千
-
九
積
七
十
内
と
一
一
一
千
九
年
度
に
新
し
い
撃
に
よ
る
芝
わ
け
で
、
皇
室
襲
撃
舗
に
よ
一
品
霊
童
調
整
宮
、
警
信
一

偶
者
義
究
員
暴
豪
華
言
。
今
年
度
の
申
告
は
霊
前
の
俊
一
事
暴
行
な
い
書
簡
雲
重
量
義
援
に
達
す
る
こ
と
と
な
る
年
一
警
一
一
一
文
芸
の
一
一
一
葉
君
主
一

と
り
に
つ
い
て
七
t
四
万
円
と
な
り
ま
一
議
で
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
し
ま
し
た
a

し
か
し
な
が
ら
重
量
警
で
富
十
年
前
後
室
富
こ
士
会
一
一
倍
以
上
最
未
満
の
も
の
ニ

し
た
。
罪
喜
重
徐
限
度
額
喜
一
法
皇
襲
に
改
め
た
う
え
、
室
町
一
で
そ
の
ま
ま
課
税
ナ
る
と
襲
警
ゑ
れ
を
護
し
て
い
く
こ
と
に
す
ま
し
一
・
六
、
八
倍
以
上
り
土
地
で
竺
@
九
と
…

色
申
告
者
十
万
国
リ
(
郎
八
万
円
可
白
色
一
霧
車
ル
雲
仙
つ
C
い
る
い
と
説
明
し
て
い
一
髪
渇
く
た
め
、
課
税
額
の
撃
を
三
モ
一
高
め
に
な
っ
て
い
ま
ナ
。
と
れ
に
よ
っ
一

申
告
者
六
万
円
豊
富
記
者
一
手
。
一
け
な
が
ら
重
量
護
保
ナ
る
こ
と
一
宅
地
の
新
評
価
額
は
よ
一
十
八
年
度
一
て
都
市
計
画
税
は
、
四
十
陶
芸
か
ら
一

上
げ
ら
れ
、
警
宇
未
成
年
審
会
一
日
配

E
E昨
日
劉
霊
童
話
、
一
を
ね
ら
い
と
し
て

4
邸
宅
地
震
対
一
分
解
題
史
Z
七
倍
と
い
わ
れ
、
主
新
評
議
に
も
と
づ
く
税
負
憲
章
一

年
者
・
震
に
対
ナ
る
非
謀
説
蓄
え
・

j
i
g
-
-
舟
年
度
か
ら
車
を
一
ナ
る
湖
沼
資
蓄
に
一
一
一
段
階
の
魚
喜
一
塚
市
で
は
半
霊
e
七
九
倍
と
な
っ
て
一
お
こ
と
に
す
ま
ナ
@
と
の
警
暴
一

一
一
五
万
円
(
前
一
一
十
二
万
円
)
単
一
は
官
、
地
事
実
に
み
あ
っ
高
一
襲
警
を
こ
の
警
護
章
一
い
ま
T
o
ま
た
平
塚
で
は
よ
持
母
一
日
一
億
一
器
、
一
一
一
十
八
年
度
の
重
要
ナ
え
一

一
大
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
市
民
一
室
げ
が
室
長
き
と
に
な
り
ま
一
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引
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い
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こ
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一
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ま
し
た
。
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を
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華
麗
)
。

ζ
れ

一

一

…

佐

島

問

。

…

都

喜

襲

に

つ

い

一

乙

れ

に

よ

っ

吃

潜

震

を

ま

ち

の

一

軒

目

日

間

は

諮

問

司

法

措

隠

れ

わ

判

訪

問

、

民

間

一

簡

易

舗

装

七

千

八

百

日

な

ど

一

ト

上

下

パ

ピ

野

町

一

吋

終

日

刊

誌

訪

れ

話

一

ま
ナ
。

ζ
れ

に

よ

つ

な

年

間

所

得

五

一

定

資

産

税

鵜

係

で

掲

収

一

千

方

向

程

度

一

一

と

し

て

二

一

一

段

磁

の

負

担

調

盤

惑

が

議

一

坪

)

ほ

ど

の

土

地

所

有

者

は

、

む

こ

う

一

十
万
円
の
給
与
所
得
者
で
毒
主
一
一
一
一
の
一
影
響
受
け
る
(
税
務
部
畿
)
と
い
一
四
月
一
一
主
日
、
こ
と
し
響
一
審
一
翼
し
た
議
事
長
お
も
ま
}
の
繰
品
し
金
一
千
重
万
円
章
一
け
ら
れ
、
四
十
一
年
度
か
ら
こ
れ
も
引
一
コ
一
年
霊
童
書
以
下
と
を
路
一

人
ぐ
ら
し
の
警
護
で
は
税
負
担
が
一
わ
れ
ま
ナ
a

一
の
市
議
会
臨
時
会
議
夜
、
一
般
会
一
の
は
次
の
と
指
名
ナ
@
一
マ
教
事
関
係
曲
第
一
一
愛
小
学
校
生
古
上
げ
が
行
な
わ
れ
ま
ナ
a

し
か
し
、
一
審
箆
税
が
か
か
ら
な
く
怠
る
人
豆

半
分
に
な
え
反
富
定
資
産
税
で
は
一
年
昨
日
襲
来
民
税
の
減
税
一
定
九
千
語
品
重
加
す
る
今
年
一
圏
市
税
条
例
の
一
部
霊
一
口
拍
車
警
草
分
利
子
一
千
一
一
一
百
一
都
市
計
襲
は
、
患
の
襲
撃
計
一
当
で
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
ナ

e

一

宅
地
雷
八
十
平
方
ば
建
築
関

fiz--L措
顕
在
、
議
長
度
第
一
次
重
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、
市
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条
例
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し
た
要
襲
撃
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万
円
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芳
宗
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一
部
襲
撃
と
六
機
擦
を
審
議
、
ぃ
一
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と
皇
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事
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を
行
な
っ
一
か
ら
四
室
長
選
手
芸
爾
一
主
主

?
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閣
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し
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い
る
金
{
関
川
水
世
間
予
一
か
年
払
い
で
覇
空
T
る
計
領
、
同
窓
一
金
慰
安
揖
会
関
東
支
部
(
支
部
長
宇
一
国
境
、
総
議
開
畿
日
排
水
産
係
長
官
一

筋
組
合
の
規
約
の
一
践
を
建
立
、
新
一
銭
臨
時
世
一
銭
六
千
九
一
安
ハ
方
向
)
一
都
宮
市
長
)
民
鰐
五
十
五
一
回
年
次
及
川
融
制
治
、
土
怒
霊
園
周
祭
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一
一
ご

績
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補
逗
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
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今
一
造
会
計
三
千
五
百
方
向
を
増
額
し
一
は
じ
申
と
ナ
る
智
一
百
五
丈
の
義
一
裏
金
関
東
支
部
一

周
の
重
だ
一
般
会
計
の
予
算
議
一
ま
し
た
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主
義
務
水
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会
計
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さ
ん
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援
を
訪
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ま
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総
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市
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万
円
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円
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部
第
五
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五
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総
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い
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一
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震
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鐸
一
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五
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と
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し
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ナ
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祭
事
務
局
長
井
上
俊
明
、
襲
撃
一
援
会
の
代
表
と
し
て
活
擦
ナ
る
こ
と
に

マ
護
費
関
係
開
襲
襲
と
紡
じ
ん
一
マ
都
市
改
造
告
計
関
係
・
重
要
問
削
一
旗
第
一
係
長
選
議
室
、
庶
務
長
な
な
平
塚
市
で
は
は
り
を
・
事

襲
七
千
八
喜
一
語
、
道
路
の
側
一
工
区
内
り
建
物
語
審
償
還
十
戸
一
義
暴
露
治
、
庶
務
諜
企
震
…
聖
霊
平
襲
撃
議
岡
市
長

潟
新
設
二
千
五
官
臼
ば
一
品
川
護
一
分
と
開
設
・
ガ
ス
智
・
水
道
管
な
と
一
長
冨
図
冗
久
、
総
会
事
務
震
務
保
一
が
選
出
さ
れ
る
予
定
。
霊
童
装

工
事
、
都
市
改
議
事
幾
特
別
会
計
へ
一
の
移
転
蹟
@
一
議
浅
沼
鑓
畿
、
事
謀
議
庶
務
係
長
蔵
一
木
県
宇
都
宮
市
議
@
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税
務
部
は
、
い
ま
改
正
地
方
説
法
に
よ
る
市
間
関
税
・
熊
同
国
説
の
課

税
事
務
を
ナ
ナ
串
て
い
ま
ナ
a

今
沼
会
で
曹
ま
っ
た
四
十
一
揖
由
止
の

税
制
敬
廷
は
「
国
税
・
地
方
税
を
合
わ
せ
て
平
年
度
総
額
一
一
一
午
六

百
億
円
宇
こ
え
減
税
扇
で
戦
後
最
大
で
あ
D
減
税
を
適
じ
て
金
銭
に

議
穣
を
、
家
計
に
ゆ
と
自
を
与
え
る
の
を
自
擦
と
ナ
る
ゐ
の
」
(
同
国

報
資
料
散
問
一
八
号
)
と
い
わ
れ
、
所
得
説
a

相
続
税
@
法
人
税
・

物
語
税
な
ど
の
滋
税
措
誼
と
と
も
に
、
地
方
説
法
に
も
改
正
措
鐙
が

と
ら
れ
ま
し
た
@
所
得
説
で
も
所
得
控
除
の
各
一
万
円
引
曹
ょ
げ
を

は
じ
酔
税
串
む
緩
和
、
事
出
掛
専
従
者
給
与
(
搾
徐
)
の
引
宮
よ
げ
、

給
与
所
得
控
除
の
引
き
ょ
げ
な
ど
一
溜
の
減
税
が
行
な
わ
れ
こ
れ
と

同
時
に
住
民
税
関
係
で
も
授
一
院
引
き
ょ
げ
を
や
い
ふ
d

る
改
疋
が
行

な
わ
れ
た
も
の
。
地
方
説
法
の
桔
も
な
改
正
点
次
の
と
お
む
。

(1) 
号越動3キロiま修まらない

危険な新幹線の窓く内

関鉄は F平塚市を横並軒している新幹線の線路内に、緩近小中学生

が立ち入る摂jがあった」として、平塚署葺察署聾を遜じて事事告してきま

した.ざいわい事故発生に至宝っていませんが、新齢織内への立ち入

Dはきわbて危険ぜあり、徹読した妨止捲闘がのぞまれます。
隠鉄新幹構支社の説明によると列車が時速 200キロ台ぜ通過ナる

とレーJレから 5メートJレ以内ぜは秒君主20メ}トルの誌がおこってち

いされ子では吹きとばされるおそれがあ居、また、商じ藤慶で進行

中、危検を発見して串i豊島しでも、停車ナるまでに鉛00メートJレのl'E
縫を穏ナるとい5ζとぜナ。列車通過後レールやざく内の穏線に蝕
れると感電ナることもあるといわれ、新幹線のさく内はきわ母てftl;
険地籍とみなければなDません@また、趨スピ}ドで怒る新幹線の

安全のためにも、線路内立ち入口は古びしく防止されねばならず、

じのた培法簿でも縄静jしていまナ@やたらにさく内に立ち入ると鉄
滋営議接選反、さらに線路内に立ち入った担、レーサレに小石を皇室く
などナると f東海道新幹線の列車運行の安全を妨げる行為の処罰に

閲ナる特例法Jとい5特別な法偉によって、 1年以下の懲役または
5万円以下の郡金という吉びしい処罰がとられまナ。スマートで潔

い新幹線は少年たちの翼時のまと、沿線の家庭ではくれぞれも主主穏
を.

lf<草壁宇おは安全書室携を変苦雪し毎月 12聞を常民安全の認と

定めました。

民間IHlII!IUl

…ツの日

5J苦!立第21害賠聾と第41習機密

て吉男23，ヨ)13~寺から16跨

まで晃的合体湾館でパ選議告

のできる服装マ参加し好み

のスポーツと灘度の選勤を

あなたも。

教育委員会体育課

一毎月 2~喜一

!1Ul!uum~ 宇信

ス
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沼
月
二
十
八
日
ひ
ら
い
た
青
少
年
間
問
題
協
議
会
委
醐
開
会
議
は
、
昭
和
沼
十
一
年
度
静
少
年
脅
威

事
議
の
重
点
を
嘗
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
役
所
各
部
門
を
は
じ
め
、
議
総
響
、
労
働
基
泰
監
督

響
、
職
銭
安
定
時
山
f

、
教
膏
機
関
な
ど
、
欄
開
銀
諸
機
溺
の
事
業
活
動
を
総
合
調
蕗
し
た
も
の
で
、
市

内
の
禅
問
少
年
対
策
活
動
の
一
今
年
度
の
方
向
を
一
ホ
ナ
も
の
と
い
え
ま
ナ
@

昭和41年 5月15日(3 ) 

×

半

世

紀

樹

ま

で

は

、

須

賀

中

馬
ν

人
格
捜
川
の
濁
川
改
修
に
伴
な
D
び
れ
て
潜
い
た
。
そ
れ
が
何
と
、
と
の
設
備
原
忠
治
郎
ざ
ん
や
郡
市
長
戸
川

昭
和
一
一
一
十
一
年
五
の
舟
は
、
繕
入
川
戸
相
模
川
)
寄
与
パ
i
サ
イ
ド
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
最
醤
町
で
な
派
に
魚
鶴
を
営
ん
で
い
る
私
貞
雄
さ
ん
も
、
と
の
地
を
踏
ん
だ
の

月
、
神
奈
川
川
中
央
瀬
、
吉
野
方
問
ま
で
さ
か
の
ほ
っ
て
が
実
現
し
た
あ
か
つ
ぎ
は
、
棺
撲
場
の
教
え
子
で
あ
っ
た
a

須
賀
出
身
で
は
、
久
し
ぶ
り
の
ζ
と
だ
と
喜
ば
れ

パ
ス
が
平
塚
駅
か
弱
売
を
し
て
い
た
。
い
わ
ば
津
久
井
は
平
塚
市
民
の
宇
近
か
で
、
健
全
な
「
魚
秀
」
の
主
人
内
藤
秀
治
省
が
、
た
。

ら
杷
模
瀬
駅
法
で
は
平
塚
前
日
経
済
顕
で
あ
っ
た
が
、
大
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
携
と
な
P
、
露
出
同
議
長
と
市
長
が
発
え
て
い
る
こ
×

間
幽
遜
怠
行
パ
ス
の
五
十
一
一
年
の
弱
東
大
襲
災
で
、
川
川
底
町
と
の
鱒
m
聞
も
緊
密
に
な
る
ζ
と
で
と
を
脅
い
て
、
会
い
に
来
た
の
だ
と
今
卑
は
丙
午
(
ひ
の
え
う
ま
)
の

運
行
を
開
始
し
て
が
援
認
し
て
、
舟
行
不
能
と
な
っ
て
あ
ろ
5
。
い
う
。
何
年
た
っ
て
も
先
生
は
あ
り
せ
い
か
、
四
月
に
入
っ
て
か
ら
の
績

か
ら
今
年
が
ア
由
民
か
ら
は
、
両
者
の
鱒
係
は
杜
絶
し
て
務
畔
亭
の
食
卓
そ
賑
わ
し
た
も
の
が
た
い
も
の
ぜ
あ
る
。
摘
が
多
い
の
は
、
生
れ
る
子
供
の
こ

十

由

何

年

に

な

る

。

と

を

慮

つ

て

の

ζζ
千
と
で
あ
ろ
5
か
.

町賠れ儲鵠悶服摂吋時語日綜持肝軒訂れ紅

ι心れド訂rぶ伝U臼持状持苛吋吋1

人
造
瀬
に
二
嘗
十
十
ず
ず
穆
年
の
議
丹
四
九
持
持
吋
持
日
誌
わ
民
町
町
…

小
雨
そ
ぽ
降
る
閉
倒
出
宣
月
忍
ニ
一
子
十
八
臼
廷
、
平

!

j一

52ら

3
5
4
:
j
i
j
i
j
i
!
i
z
i
j
i
j
:
i
i
j
t
i
z
-
-
5
2
5
1
2
2
2
2
r
i
f
f
i
z
z
F

ン
タ
ー
で
結
婚
式
を
あ
げ
b
れ
た
方

家

の

一

行

十

数

語

、

露

間

襲

警

護

翠

議

欝

バ

湾

、

藤

議

議

襲

撃

今

!

設

内

3if
書
九
士
ハ
綴
む
数
に
よ
っ
た
。
私

書

訪

問

し

た

の

で

あ

る

。

議

駿

議

議

議

一

し

じ

少

¥

イ

ピ

ィ

ミ

襲

撃

;F5一
鍾
撃
参
一
ハ
は
と
れ
ら
新
婚
安
婦
、
自
議
会
議

均
議
議
〓
一
メ
灘
議
議
綴
綴
爆
時
一
(
小
二

g
z彦
、

一

句

、

zj
議

υ

ご

す

宅

ロ

グ

融

欝

嬢

縫

欝

畿

額

欝

寮

缶
詰
製
品
仁
川
町
議
議
議
二
?
?
に
三
勢
議
藍
欝
髄
麟

HMMはは
れ
吋
い

前
に
十
時
五
十
分
頃
到
着
、
駅
頭
に
一
ヴ
ム

uJ警
護

機

一

襲

撃

撃

機

機

議

襲

撃

機

襲

撃

襲

撃

機

撃

月

々

一

一

二

十

蓄

く

と

い

う

こ

室

町

長

、

室

長

を

は

じ

章

一

-

一

三

六

議

¥

撃

選

護

翠

襲

撃

襲

撃

議

議

と

は

、

多

吃

な

か

ら

だ

に

は

大

重

工
会
や
聖
協
会
役
員
の
方
々
の
山
一
一
了
一
九
%
一
一
一
織
機
鱗
襲
、

J
r
…
一
ぽ
ぬ
毅
一
緩
綴
議
機
欝
鱗
鱗
鱗
欝
幾
緩
議
鱗
鱗
重
で
あ
る
が
、
近
績
は
そ
れ
も
愉

迎

え

を

受

け

た

。

花

策

の

費

一

二

三

ン

)

欝

戸

平

壌

齢

警

護

議

議

警

務

機

騒

撃

し

い

仕

事

の

一

っ

と

怠

っ

て

き

弓

り

い

ン

一

ヤ

警

護

一

三

〆

警

察

襲

、

議

綴

サ

♂

議

襲

撃

警

護

機

饗

市
町
長
蓄
の
警
護
っ
て
、
湖

JVぐ

に

い

い

襲

一

言

喜

一

Nykhγ
議

鱗

襲

警

護

鰯

警

今

後

も

続

け

て

い

き

た

い

。

余

震

畔

事

に

索

内

ぎ

れ

た

。

学

が

う

ま

く

な

っ

た

こ

と

で

あ

る

。

問
問
敷
か
ら
困
問
所
を
へ
だ
C
て
審
雨
し
ま
っ
た
。
は
、
わ
ら
び
・
ぜ
ん
ま
い
・
山
芋
・
簡
け
ば
、
須
賀
出
身
者
で
「
須
賀
(
沼
和
四
一
・
五
・
ご

に
煩
む
る
山
々
が
閑
捕
ま
れ
た
。
ぎ
な
相
模
側
陀
は
ダ
ム
建
設
で
観
対
地
ふ
宮
・
管
・
椎
茸
や
川
鱒
'
鰹
な
露
」
を
名
の
る
魚
潤
、
富
田
倉
吉
ざ
古
川
宮
町
加
藤
一
太
郎

が
ら
長
谷
川
川
楽
伯
の
痛
く
閣
制
絵
を
ほ
と
し
て
の
価
値
が
生
じ
、
一
昨
年
の
ど
、
い
わ
ゆ
る
山
契
約
還
に
汚
絞
を
ん
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

交

交

交

う
ふ
つ
さ
せ
る
鎚
が
あ
っ
て
、
一
向
オ
リ
ン
ピ
ジ
ク
に
は
カ
ヌ
ー
の
会
場
打
ち
な
が
ら
歓
談
に
時
を
移
し
た
。
四
月
始
め
に
進
水
し
た
と
い
う
真

感
嘆
じ
た
。
人
造
側
二
十
年
の
織
月
と
な
り
、
道
路
そ
の
他
の
施
設
が
盤
雨
が
止
ん
だ
の
で
、
務
上
滋
蕗
り
新
ら
し
い
遊
覧
船
ス
ワ
ン
号
E
、
湖
等
奨
・
沼
模
湖
討
を
鶏
欝
訪
問
、
中

は
、
天
然
湖
に
変
見
さ
せ
る
に
売
分
備
さ
れ
る
と
共
に
、
一
躍
天
下
に
そ
た
培
、
浅
橋
へ
と
定
を
選
ん
だ
。
上
を
周
遊
し
て
一
、
そ
の
風
先
を
た
の
央
線
相
撲
滅
議
頭
で
晶
い
さ
っ
す
る

な
も
の
を
感
じ
さ
せ
た
。
の
名
を
知
ら
れ
る
よ
5
に
な
っ
た
。
「
先
生
l
」
と
、
突
然
声
を
か
け
ら
し
ん
だ
が
、
行
を
共
に
さ
れ
た
ι

同
市
市
長

ス{苧工芸書。料ま重など}③特別コース{青年演暴露j

a 害空室鵡描考@手事務レタ@言語校通信教事寄など。)

@ハイキング@キャンブ@スキー吻箆

F句研修旅行。

密資格@市内夜住宅主筆書の15授から26緩までの勤労

青年男女。

媛応募.6 Jヲ5践までに湾少若手隷育成係へ。定員

になり次第 L めさ ~o

教養・知識・生活技術をたかめ、{働〈言書震の主主i容
を重量かにする膏年教室、学級生によって遂営され

る学習綴織であり、仲間づくりの主義でもあります。

盟関設.6 J苦から翌年 213まで毎月 3-4f9l夜告

審寺から 8持、市民センターや公民館などを会場に

(無料)。

覆コースモ①教義コース、②戦襲撃コース{言語業一

青空@初級簿記・ベン習字@著書道など)③家庭コー
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叫
抑
制
度
も

市
は
、
市
山
内
中
小
金
器
用
を
金
数

zmか
ら
た
す
け
、

ζ
れ
を
育
成
ナ
る
た
め
、
四
十
一
年
度
も
、
一
連
の

金
数
施
策
を
実
施
に
う
つ
し
ま
し
た
。
資
金
融
資
は
人
可
証
申
出
品
四
千
万
円
を
場
領
、
貸
し
出
し
総
績
を
一
一
億

円
と
し
、
日
企
業
に
対
ナ
る
融
資
限
度
額
も
ニ
傍
の
一
一
百
万
円
と
ナ
る
な
ど
充
実
し
た
ほ
か
、
従
来
の
中

小
金
銭
需
用
保
証
斡
矯
扇
制
度
に
あ
わ
せ
、
骨
盤
度
か
ら
中
小
企
業
近
代
化
援
金
利
子
荷
動
倒
産
も
発
足

さ
せ
ま
し
た
。
貸
し
付
け
線
度
額
の
一
縮
問
師
、
貸
し
付
け
期
間
闘
の
延
長
、
稽
勧
対
象
資
金
の
追
加
な
ど
こ
の

J

制
度
。
い
っ
そ
う
の
充
奨
を
は
か
つ
て
お
り
、
事
業
の
た
ゆ
に
利
用
を
お
ナ
ナ
め
し
ま
ナ
。
}

つ
σ〉

市
の
中
小
企
幾
む
け
融
資
制
度
は
、
一
利
用
し
て
も
よ
い
こ
と
と
し
、

復
興
資
金
・
ヱ
業
設
鱗
近
代
化
資
金
・
一
あ
い
の
融
資
綬
度
額
は
一
企
業
一

公
害
除
去
設
嬬
資
金
の
一
一
一
本
患
で
ナ
。
一
月
と
し
ま
し
た
。
取
扱
金
叫
融
機
一

各
資
金
と
も
融
資
額
は
苔
万
円
以
内
で
一
線
信
用
金
庫
よ
湘
南
信
用
総
合
窃

ナ
が
、
ふ
た
つ
以
ょ
の
由
民
金
を
同
時
に
一
込
み
先
は
市
役
新
経
済
部
開
エ
諜

戦
没
者
の
襲
へ

i

七三

昭和41年 5月15日

夜

議
場
A
捗

7 7 

問
掛
け
醐
門

担
晶

q
d
v

五
汚
一
回
、
市
・
地
区
労
・
地
区

間
同
協
・
商
工
会
議
所
・
開
問
窃
連
合
会

.
平
筋
道
が
共
緩
し
た
第
十
回
労
働

祭
は
、
各
会
場
と
J

も
満
員
の
参
加
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
牧
神
ご
と
ド

ン
キ
1
カ
ル
テ
ッ
ト
ら
を
招
い
た
市

民
セ
ン
タ
ー
で
の
前
夜
祭
に
は
二
千

人
を
こ
え
る
市
民
が
あ
つ
ま
っ
て
つ

い
に
入
場
制
限
。
五
月
一
日
午
前
七

時
江
醐
胸
中
校
誌
に
間
開
催
さ
れ
た
第
一
一
一

十
七
回
平
塚
地
区
統
一
メ
ー
デ
ー
大

会
に
は
約
言
問
体
一
万
八
ヰ
人
が
奉

加
、
市
中
行
進
も
こ
と
し
は
東
海
道

を
コ

l
ス
に
入
れ
て
駅
前
ま
で
行
進

の
人
な
み
が
続
く
盛
況
で
し
た
。

な
お
、
労
働
祭
野
獄
犬
会
は
地
区
間

盟
が
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は

地
区
労
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た

青少年課で、
めています.

体運堂やレタワーンヲン指導のil

か用具貰し出しなどできる限り町

院宣をはか9ます.

出場希望者は 2人の住所/氏名/年令/性別/2人の

関係/曲目 2践を記入のうえ、往復はがきで平塚市平塚新宿

168平塚市役所内七夕ま、つり実行委員会事務局へ。

あなたのftl体も登録L王 j、ふ
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宮古にもお知らせしましたが、市では事務能率の向上と鰐索千むを8lIるため、

電計算機を採用し、本年度から一部の業務を始めました。 ζのため市税関係

を始め、使用制，手数軍司君主どの納税入通知書のあて名がカタカナになりまナ

始めはf耳かとど不便の点があろうかと患いまナが、ど協力くだい。なお、あ

なたの名前の読み方が今後送付される通知議とちがっているようなことがあ

りました!""それぞれの発行蓮華へ連絡してくだざい。

五
月
中
下
旬
に
な
っ
て
ヒ
メ
ト
ヒ
ウ

ン
カ
駅
惨
め
め
に
マ
ラ
ソ
た
ン
粉
剤

十
ア
ー
ル
あ
た
り
一
一
一
キ
口
か
、
あ
る

い
は
、
マ
ラ
ソ
ン
乳
剤
a

ホ
リ
ド
ー

ル
乳
剤
・
誼

P
N乳
到
な
ど
の
一
一
千

倍
綬
十
ア
ー
ル
あ
た
り
八
十
t
百
却

を
散
布
し
、
訪
除
を
心
が
け
た
い
。

中
耕
除
背
中
の
第
一
一
回
陸
は
、
回
様
え

関
植
え
後
は
徐
々
に
ポ
を
入
れ
、
活
後
一
一
一
十
自
ど
ろ
が
適
当
。
醐
醐
水
稲
普
通
移
輔
栽
培

着
ナ
る
ま
で
は
深
水
を
保
つ
。
活
着
六
月
上
中
旬
に
な
る
と
ヒ
メ
ト
ピ
ウ
苗
代
末
期
に
は
、
か

後
は
、
靖
天
の
尽
な
る
パ
く
浅
水
に
ン
カ
平
、
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
に
襲
ピ
ウ
ン
カ
の
駆
除
が
必
襲
、

し
て
地
混
を
あ
げ
、
夜
ふ
た
た
び
水
わ
れ
る
。
防
除
は
、

Y
7ソ
ン
粉
剤
ン
粉
剤
、

B
H
C一一一%粉剤、

議
く
張
っ
て
保
温
に
つ
と
め
る
。

B
H
C一
一
一
乏
恥
十
ア
ー
ル
島
た
り
凶
ド
ー
ル
な
ど
市
議
5
0

分
け
つ
の
は
じ
ま
る
初
期
や
中
期

E

I
五
キ
口
、
ま
た
は
、
マ
ラ
ソ
ン
乳

は
地
温
を
串
げ
る
よ
う
に
よ
く
日
注
意
剤
・
ホ
リ
ド
ー
ル
乳
剤
・

B
P日出託

し
、
と
吉
ど
宮
は
排
水
し
て
土
中
に
剣
な
ど
の
一
一
千
倍
液
を
十
ア
ー
ル
あ

駿
索
止
官
補
給
し
棋
の
背
扇
町
を
促
ナ
に
た
む
百
五
十
川
川
出
町
一
ト
度
散
布
し
た
い
。

と
も
た
い
せ
つ
。
百
円
び
水
を
張
る
と
畿
北
朝
盟
麗
は
栽
培

宮
は
掛
か
い
水
を
短
期
間
聞
に
入
れ
水
五
月
中
下
旬
は
、
水
橋
の
じ
か
ま
古

口
を
闘
く
し
め
て
漏
水
を
ふ
せ
ぐ
。
栽
崎
町
の
は
種
間
樹
、
前
号
で
も

4

習
い
た

宙
開
惜
え
後
十
五
日
目
ど
ろ
の
天
気
の
よ
う
に
、
は
種
機
の
操
作
に
よ
く
友

よ
い
門
口
に
浅
水
に
し
て
、
土
が
よ
く
れ
て
お
く
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
、
作

反
転
ナ
る
よ
う
に
第
一
四
回
の
中
耕
築
ま
え
に
、
条
閥
、
種
子
や
肥
棋
の

除

績

を

行

者

う

。

落

ち

る

縁

、

は

糧

の

深

度

、

覆

土

の

の

美智子妃のお歌と内裏びな

こ
の
ほ
ど
一
一
聞
の
績
が
寄
開
閉
さ
れ
市
長
窓
の
壁
郡
を

か
ぎ
り
ま
し
た
。

ロ
そ
の
ひ
と
つ
は
問
中
真
州
誌
の
箪
に
な
る
議
太
子
妃

の
お
欽
「
続
」
で
、
点
字
紙
に
轟
か
れ
、
台
紙
に
は
県
立
の

盲
学
校
の
知
生
と
佼
徒
に
よ
っ
て
打
た
れ
た
点
宇
模
様

が
静
か
な
美
し
ざ
を
そ
え
て
い
ま
ナ
。
美
智
子
犯
の
お

歌
は
一
一
一
十
九
年
新
革
鶴
田
出
で
「
ま
が
な
し
く
臼
を
て
む

か
ヘ
ナ
点
字
紙
の
文
字
打
た
れ
つ
つ
影
を
な
し
ゅ
く
い

と
よ
ま
れ
沼
中
氏
が
昨
年
東
宮
御
所
に
参
内
し

t
諮
警

の
お
ゆ
る
し
を
得
た
も
の
。
そ
の
折
田
中
氏
は
謀
議
第

二
応
援
護
で
お
言
葉
を
賜
一
五
担
、
宮
内
庁
病
等
L
和
歌

の
写
し
を
番
古
写
し
て
い
た
だ
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

ロ
も
う
一
一
聞
は
、
日
農
作
家
(
洋
醤
)
の
一
一
一
部
康
氏
が

色
紙
に
結
い
た
内
議
び
な
で
京
仕
立
の
額
に
収
申
ら
れ

て
い
ま
ナ
。
平
塚
新
信
銀
関
盟
関
腐
の
升
水
一
議
漬
か
ら

贈
ら
れ
た
も
の
a

2 



(6) 

は
公
共
掘
設
広

第 175号

'
 

…
「
撃
な
生
襲
塘
を
み
ん
な
の
手
で
」
2
・

聖

書

量

雪

山

川
流
行
期
令
官
ま
え
に
、
間
同
十
一
年
度
の
ね
ず
み
正
晴
生
轡
虫
の
駆
徐
築
山

川
施
計
額
を
嘗
め
ま
し
た
。
計
調
で
は
、
衛
生
行
政
と
住
民
の
活
動
が
山

川
車
の
雨
輸
の
よ
う
に
し
っ
か
り
適
時
協
力
し
串
わ
な
い
限
り
効
果
は
円

山
線
待
で
宮
な
い
と
し
、
家
庭
の
内
外
な
ど
私
的
な
と
こ
ろ
は
地
区
の
門

…
組
織
的
な
活
動
に
ま
ち
、
市
は
地
区
活
動
に
助
言
と
援
助
を
与
え
~

叩
る
と
同
時
に
道
路
側
溝
を
は
心
め
と
す
る
公
共
施
設
の
環
境
婚
佑
に
い

主

任

を

も

っ

と

の

方

針

を

と

っ

て

い

ま

ナ

。

札

f第 3種郵便物認可〉

こ
の
察
滅
耳
目
翻
に
も
と
ず
い
て
、

ζ

一
よ
る
粉
剤
り
散
布
を
行
な
う
e

と
し
も
広
範
里
、
し
か
も
活
発
な
齢
一
③
雪
量
露
対
策
と
し
て
遊
撃

除
活
動
が
出
世
間
関
ぎ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
…
金
側
慢
で
越
晶
、
続
出
、
岩
治
の
た
め

ま
ナ
。
実
施
割
引
頭
要
旨
次
の
と
お
D
。
一
に
寺
銭
@
神
社
の
床
下
な
ど
に
銀
銭

臨
蝿
市
が
蛮
接
行
な
う
事
業
一
を
行
な
う
。

m
山
繋
剤
散
布
車
一
一
苔
に
よ
っ
て
道
路
健
一
③
柄
れ
慈
と
な
る
時
間
間
に
、
鴎
・
闇
m
e

溝
、
公
荊
健
所
な
ど
公
共
撃
に
速
一
市
有
地
の
徐
惑
を
行
な
う
ほ
か

J

続
し
て
乳
間
安
散
布
し
、
蚊
の
発
生
一
内
各
地
の
あ
宮
地
管
理
者
に
験
車
と

を

お

さ

え

る

。

一

滴

捕

に

つ

と

め

る

よ

う

啓

発

ナ

る

，

②
蚊
ハ
エ
の
発
生
源
と
な
る
と
み
捨
て
一
容
た
、
と
み
の
不
法
投
棄
掴
鋼
所
な
ど

号

室

襲

警

@

譲

治

会

の

を

霊

費

k
薬
剤
散
布
と
清
掃

鈎
の
公
教
施
設
に
対
し
て
は
、
年
開
同
一
を
行
な
う

を
混
じ
て
、
エ
ン
ジ
ン
ダ
ス
タ
ー
に
一
怒
地
箆
総
織
安
一
通
じ
て
行
な
う
も
の

〈金三Il，¥!，・青少年間購協議会〉

さ

ふ」

ん

ん

iζ 

っ
て
し
ま
う
e

(

校
外
生
活
鰭
導
蚕

癒
渡
辺
と
し
子
ざ
ん
怒
薦
)

醐
幽
比
嘉
有
子
ざ
ん
〈
夜
間
師
中
学
校
一
年
〉

平
塚
新
宿
一
一
四
五
八
J

丈
肉
食
襲
出

嘉
さ
ん
の
長
女
。
小
学
校
時
代
、
間

級
生
の
う
ち
に
欠
席
者
が
あ
る
と
自

分
か
ら
進
ん
で
当
自
の
学
習
や
学
級

品
刊
の
で
き
と
と
を
連
絡
し
、
あ
ナ
の

予
定
な
ど
を
伝
え
て
き
た
織
か
、
長

間
関
欠
席
兎
に
は
学
習
経
過
を
記
し
た

ノ
ー
ト
を
と
ど
け
る
と
い
う
親
切
な

行
動
を
続
け
て
古
た
。
ま
た
有
子
さ

ん
を
ふ
く
む
こ

2
2人
の
援
察
で
、

組
全
体
で
、
学
校
前
の
接
選
構
の
清

掃
を
錆
週
土
問
噌
自
に
行
な
っ

(
娯
藩
小
学
校
長
松
永
昇
一
一

よ

い

青

少

年

市

長

表

彰

野
童文
章思
痛い
Jミl'c

菅

車産
は問

主主君

主語
の怠二
該を

E量
て少
衰年
彰を

焼却の熱で曜墨書事、作築廃が負傷したこともある…ボンベ類!こはぜひ穴を

f青図さん

燃
え
な
い
ご
み
は

こ
う
し
て

じ
よ
う
ず
な
出
し
方

的
出
月
一
白
か
ら
、
と
み
は
、
燃
え
る

も
の
も
、
燃
え
な
い
も
の
も
、
問
時
に

収
集
し
て
い
ま
ナ
。
一
一
一
是
主
っ
て
燃

え
な
い
と
み
の
特
別
収
集
制
を
中
止
し

主

め

で

ナ

。

ど

み

を

出

ナ

と

き

は

プ

松

屠

邦

之

助

今
後
次
の
製
鋼
を
吾
ひ
ま
も
っ
て
、
た
一

だ

く

よ

う

、

清

掃

諜

で

の

ぞ

ん

で

い

ま

一

氏

が

講

讃

ナ

。

一

罰

漣

協

会

議

副

総

会

官

、

マ
燃
え
な
い
と
み
は
、
た
め
な
い
よ
一

一

戸

間

崩

溜

協

会

平

塚

支

部

は

、

五

万

ご

う
に
毎
週
二

t
一
一
一
回
の
収
集
自
に
ポ
一
翻
溝
弱
紹
子
技
九
(
旭
小
学
校
六
年
)
一

一

一

日

協

十

一

担

変

総

会

を

ひ

ら

君

、

総

会

リ
パ
ケ
ツ
な
ど
に
入
れ
《
燃
え
る
一
河
内
四
五
一
、
魚
小
売
繍
須
賀
日
揮
さ
一
終
了
後
午
後
一
一
時
一
一
一
十
分
か
ら
講
演
会

と
み
と
い
っ
し
ょ
に
お
出
し
く
だ
さ
…
ん
の
長
女
@
七
才
の
と
宅
お
と
う
一
受
汀
な
い
ま
ナ
9

一
般
の
聴
講
を
歓
迎

い
。
マ
灰
な
ど
は
あ
き
袋
に
入
れ
る
一
さ
ん
を
古
見
通
事
故
で
央
っ
て
か
ら
、
一
マ
と
曹
・
五
月
一
一
十
白
午
後
二
時
半

か
、
絡
調
紙
な
ど
で
包
み
、
容
田
畑
山
主
担
か
あ
さ
ん
が
経
営
ナ
る
家
撲
の
魚
一
マ
会
?
市
役
所
一
一
層
会
議
護

入
れ
て
、
ま
た
、
ヘ
ヤ
1
ス
プ
レ
ー
一
震
を
手
伝
い
、
兄
弟
カ
を
あ
わ
せ
て
一
マ
鱗
潔
・
議
人
と
社
会
、
評
論
家

法
ど
ボ
ン
ベ
績
は
焼
く
と
曹
に
危
険
一
母
親
書
け
て
葉
。
各
安
心
タ
一
量
邦
之
助
氏
が
講
演
し
季
五

一

一

氏

は

一

月

競

売

新

錦

織

説

邸

主

幹

、

パ

で
ナ
か
ら
、
か
な
ら
ず
穴
を
あ
け
て
一
方
を
苧
吾
妻
に
し
て
明
る
く
了
在
住
一
エ
十
年
、
外
緊

か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
@
マ
長
い
物
一
居
先
で
働
い
て
い
る
盗
は
、
開
国
立
た
…
ら
れ
「
親
騰
と
サ
ル
ト
引

を
た
ば
ね
る
と
君
、
針
金
額
は
使
わ
一
泣
い
が
、
し
っ
か

D
し
た
性
格
の
J

あ
く
の
翠
酷
が
あ
り
ま
ナ
@

な

い

よ

う

に

。

一

ら

わ

れ

で

あ

p、
思
わ
ず
間
援
を
送
一
住
，

上ヒ嘉さん
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(7) 

税幼児対象に草月 3胞から

での1年翻 f鐙録制300F弓〉
注射 6~月 〈怒号す籾200F弓〉

※雨天でも実施しまナ。

〈日本脳炎予防〉
震をひかえて、鱗生諜は 6.13から7
月にかけて日本脳炎の予防接援を巡

留で行ないまナ。接種と帯翠のかた

は母子手綾子寺拳のうえ近くの会場へ

豊富対象児・生後 8か月以上の乳幼j居

f億人濁知しません〉、税金無総

量豊接種方法.(f初邸免疫2慰緩車謹

fことしはじめて接趨ナる入〉、

o追加免疫 --1騒幾重量〈毎年接種

している人〉、

襲撃巡回日重量 f鰐 1悶〉

草月 3白 金問小学校土護小学校

• 4臼 需産量公民童書 霊豊田公民童宮
， 6日 中原公民重吉

• 7臼 減島公民童富

H 8日 間絡会箆書官

F 宮回想公民 館

D 178 
， 188 
， 2号目
• 218 
H 228 
， 238 松原公民館八熔公民館

B 24臼 花水公演重富

〈喜轄2回J
6.13108 金問小学校
， 118 南原公民館

# 13日 中盟主公民館
B 14笥城島公民館

• 158 Illd崎公民童書

， 16臼旭公民吉 宮古侭小学校

B 258 神田公民館金沼会民銭

B 288 富士見公民館
， 29臼
H 30臼
7Jヲ1臼

， 2臼 松際公民館八申書公民書宮

B 5臼花水公民館

議時間・各会場とも13時30分一159寺

王宮沢小学校

金田公民重富
重富士蒐公民館

!日間之寝公民館

vi 犬

〈狂犬病予防〕
犬の軍基畿とま王犬病の予防注射を追加

実施しまナ。 ζ としまだ注射と登録

をナませてい攻いお宅では、もより

の会話語へ愛犬労ぜひおつれください

援犬手車置をお忘れなく。

豊富対象 e生後3か月以上の犬で童華鏡

もれ、注射もれのものa

豊富巡殴臼設

6J苦2810-12跨須賀公民館

g 海岸町会事務所

13-'15時須賀滋窪寺

B 八重量咲町消防庁舎

暗月 3日10-12時稽甘く会館

8 柳町消主主分銅庁舎

13-15時桔7.k公民館

H 富士見公箆館

8月自尽均一12時八幡公民館

薦入消防分E官庁舎

13-15時見附合体育館前

B I百四之窓公民銀

自月 7810-12時神田公民館

2 大野草主主王草署護部

13-15時中燦公民館

g 犬神公民館

8月 8臼10-12時金田公民館

F 減島駐在錯霊量的

13-15時量豊田公漢書富

グ 間続公民館

8月告白10-12時金目観音吉宮

， f宮沢小学校

13-15持中庶子分青年会費宮

g 二七沢駐在E賓室吉富

5月10810-12持北金自重量童話倉蔵前

13-15時旭公民館

g 平塚保鍍所

豊富務効繍罪事

1白から翌年3月31日ま

し
?ζ 
仁、

日毒事同詩句善韓議離議t~室走雪ぎ宮君主事毛主てをと
;自立見付言ESE-臨事時喝 ER33言Z;53話料亭

襲警議室李主ぷ盗品毛去五し諮問うてき先考E主主主君憲議写室宇宮ごも

喜553?五五島fIEE32Z2主計2言32z iE325?? 
薪ナんならしせげにい れ む と主主望号望 :C堂本と学ブコ主主抵いにんこ。自こ な

録。量8R4fsq語審芸品 Z吉宮古宅足等霊毛君主主 4名品蓄を護宅

門
結
成

M
V五
月
十
七
日
錦

町
町
内
会
樹
立
総
会
が
掃
轡

公
民
錯
で
行
な
わ
れ
初
代
余
援
に
吉
野

秀
雄
氏
が
選
出
さ
れ
る
も
よ
う
。
同
町

内
余
は
階
市
役
所
付
近
の
償
還
南
側
一

揖
帽
を
広
筏
と
し
加
入
世
帯
数
は
約
三
百

没
帯
。
門
研
修
会
M
V中
地
区
新
規
採

用
教
箆
研
修
会
(
五
月
十
九
日
公
民
鐙

-
掴
問
教
祭
主
緩
)
門
鱗
習
会
同
マ
社
夜
ダ
ン
ス
務
育
会
(
毎
週
水
'
午
後
七

時
)
@号室ii炉問瞬間ロル犠宅雪議 j京宣-

i;i;;iiii私議jilFjHjj
jii持品弓理ijE321j?Hii
Z2pi害対EiF詰品言語号車2量二i
iiEH??量産襲i日日fiiiii!ii
d!jj!?ji!ii!!?缶詰出i

輯 5耳目白出9.30-16.00
夕陽ケ丘母子寮/漁業協同組合/境

賞公民轄ノ馬入捕賠 5分団庁舎.

瞳 5!事27臼樹9剖 -16.00
花水公民館/花水会輯/海岸地区町
会会館/禽会見公民館/諏訪軒会苗e

m--一-守曹唱盟主描噛監護軍車道減額賓誌眠草凶弾韓議題幅譲罫畠毘続華麗纏観雛磁鶴輯畿輯

翻圏翻四回醐醐臨時幽霊置Z鵬翼:措盟問出審議転緩縁語聖書謹雲議長淵回線輔鶴翻翻磁蝿鶴醐

{税務部}

花いっぱいでわけた王者根

カンナ@グラジオラス@ダヲヤ

花いっぱい運動のキャラバンは、草花の重量

子やまま穏を、たくさんの市民の手にわたして

まわりました。共寓の花だんに、家の緩に、

植木ばちに、その喜重子やまま根はまかれました

芽が育ち、花がむつばtこ咲けばその花をま

いた人の心tこ花を愛ナる心、がひろがっていく

でしょう。花を咲かせよ 5としている人のと

参考に、球穏を纏えたあとの管理について重量

産課の説明を紹介しておきます。

普 通 4Jヨに績えると 5月上旬ごろ

芽をと起し、 7~8月から籍のおり

る挽歌まで次々と花が咲いて楽しませてくれ

るおくれて震近くに電車え付けたときはかん水 1 

をして芽がのびるまで、乾操を紡いでやるこ 軸

とがたいせつ。ほおっておくと乾頃主のたむ穿 l 要望
ののびが悪霊いe 各tこ根が籍で柁れ℃し室長5ζ j 峯
とがある。できれば、ひと鶏きたころ地上郡 i 令
をメIJV取担、根を掘り出して、鹿台など地下 j軍
司くの騒い所を潜んで穴のなかに保帯したい， e; 
穴は60~80センチ程度がよく、棋を入れたあ lち
と土を接D上げ、そのうえをトタンでおお ;よ
い、雨水aどがはいらないようにレζお く 。 ゑ

今一一← : 除E事をしてやるほかは、ぁ -

17''7竺オマネ! ま P手のかからないのがグ

ラジオラスだが、茅の出初めに夜都虫に、ま

た、大きくなってからガの幼虫に主主を食われ

ることがある。夜盗虫にはBIIOの粉斉IJを、

ガの幼虫にはマラソン押iを 使5と効果がある

。強い穏や!Jl，で援が浅くなるとたおれとしま

吾ことがある。土寄せをして球綬が出ないよ

うにしてやりたい。

球を構えて、そのままにしておく

ダリヤ! と、努がひとつの球根からいくつ

も出てくる。とれを 2~3zド程度にし、獲が l 

6~7枚のとと、下から 2~3 節を残して先
を切 II落ナ。そうナると儲鐙が4~6 本とな
p、それだけにたけがi尽くなる。大輪種では i 

初培、中央の花を咲かせ、花を見てから主主査

を切E、ここでも 4~ 自本の偲i筏を出させて
やれば、再三花をながめられる。震がナぎた

ら台風のシ…ズンに備えてじようぶな注者立

て姦が折れないようにし、籍が 1~2 臣室おり
たころ、カンナと間りように冬の閣を貯蔵ナ

どのお



道
騒
が
り
っ
ぽ
に
な
っ
た

議
一
…
平
塚
市
。

P
Y
3
ぞ
道
路
に

名
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
八
時
四
遜
D

は
か
な
り
以
前
か
ら
つ
い
て
い
て
大

変
緩
利
で
ナ
。
海
岸
方
面
の
道
に
ぜ

ひ
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
広
告
町
通
E

と
八
関
連
り
だ
け
ぜ
な
く
、
新
し
く

隔
の
し
広
く
な
っ
た
道
路
に
、
愛
称
を

つ
け
て
い
た
だ
き
た
く
存
り
ま
す
。

止
な
る
べ
く
字
数
の
少
な
い
、
そ
し
て

わ
か
む
や
す
い
名
を
持
事
レ
ま
ナ
。

i
市
長
様
1

一
靖
氏

〈
紙
ト
襲
名
・
市
役
午
前
市
民
ホ

i
ル

に
敬
明
つ
け
て
あ
る
ア
イ
デ
ア
ポ
ヅ

ク
ス
へ
の
投
餐
か
ら
〉

i
z
-
-
-
i
i
e
-
市

で

也

、

主

裏

切

る

か

よ

く

研

究

し

た

い

a

時
期
間
的
に

司

唯

一

岡

市

川

浩

一

道

路

に

日

常

震

は

、

こ

と

し

十

月

い

っ

ぽ

い

で

、

戦

災

い

や

ナ

い

呼

び

名

を

つ

け

た

方

が

よ

復

興

土

矧

区

商

務

麗

事

業

が

完

全

に

終

い

と

考

え

て

い

る

。

道

路

に

は

い

ず

東

ナ

る

の

で

そ

の

時

間

聞

を

と

ら

え

て

、

れ

も

定

式

路

繰

名

が

あ

官

、

路

線

名

市

街

地

の

主

袈

道

路

に

通

称

を

つ

け

て

は

で

古

る

だ

け

市

由

民

に

親

し

ま

れ

る

い

き

の

が

よ

い

と

考

え

て

い

る

。

そ

の

よ

う

に

考

え

て

い

る

が

志

撲

に

由

民

わ

後

は

一

路

線

が

完

成

す

る

つ

ど

つ

け

る

れ
て
い
る
も
の
が
少
な
い
。
道
路
む
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
適
当
な
も
の
を
と
い
う
ζ
と
に
な
ろ
う
。

通
称
を
ど
う
つ
け
る
か
方
法
は
検
討
つ
け
て
い
き
た
い
。
ま
た
苛
市
民
に
〈
米
山
都
市
計
萄
課
長
談
)

中
だ
。
商
美
地
媛
で
は
溜
業
上
で
も
だ
け
わ
か
っ
て
も
外
措
者
に
わ
か
り

ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
住
宅
地
で
は
に
く
い
の
で
は
不
親
弱
だ
し
、
効
果

み
ん
な
ぜ
親
し
め
る
も
の
を
と
い
5
的
で
な
い
。
ど
ん
な
方
法
で
と
5
つ

(8) 昭和 41年 5月 1513 

× 

x 

醐
蝿
は
し
か
が
流
行
し
て
い
ま
ナ

は
し
か
の
発
し
ん
が
出
は
じ
め

て
か
ら
~
四
六
日
田
ど
ろ
に

肺
炎
・
脳
炎
な
ど
の
余
病
が
超

る
こ
と
が
あ
哲
ま
ナ
か
ら
~
熱

が
き
が
っ
て
も
最
初
の
一
還
問

ぐ
ら
い
は
安
静
に
し
て
、
な
る

A

く
寝
か
せ
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
醐
蝿
亨
踏
の
グ
口
プ
ワ
ン
は

は
し
か
の
診
断
が
つ
い
て
か
ら

で
は
仲
出
射
し
て
も
あ
ま
り
効
果

が
あ
り
ま
せ
ん
。
感
染
後
六
日

以
内
に
体
震
に
出
例
し
て
道
議

を
怪
耳
刑
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ

れ
V

二宮氏系議に付草署する犠絞
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